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講演会開催のお知らせ

下記の日時にて、講演会を開催いたしますので、多くの会員の方々のこ参集を期待い

たします。

講演会

日 時    平 成 10年 10月 16日 (金)午 後3時 ～5時

場 所    東 京農業大学総合研究所2階 大講義室

講演は、去る8月 の国際無蒼椎動物学会のトピックスをめくり、

下記の2題 です。

演題 1 「 共生微生物利用の可能□

演者  野 田博明 (蚕糸 ・昆虫農業技術研究所)

演題 2 「 微生物防除の現状」

演者  国 見裕久 (東京農工大学農学部)

講演会終了後、懇親会を予定しておりますので、こ参加ください。
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チャ害虫の生物的防除
～CVの 利用を中心として～

小泊重洋 (静岡県茶業試験場)

はじめに

近年、農薬に対する人での関心が高まり、

特に茶では健康飲料としての側面からも農薬

の削減は必須の命題である。農薬の使用を減

少させるためには、適期適剤による効率的な

防除や要防除密度の設定による小巽な防除の

削減等があるが、ここでは、茶で実用化して

いる生物的防除法を中心に紹介する。

1,農 薬によらない茶害虫防除法の概要

最も一般的なものが天散昆虫の利用である。

最近実効を上げているのは薬剤抵抗性を獲得

したケナガカプリダニの利用である。その他

に、蜂やクモ類等の寄生者や捕食者も害虫の

発生抑制に有効である。天敵徴生物もチヤで

は古くから検討され、1914年には寄生菌によ

るハマキムシの防除試験が実施されている。

現在は農薬登録されたBT剤 と、ハマキムシ

の類粒病ウイルスが実用化している。性フェ

ロモンに代表される昆虫の生理活性物質の利

用も積極的に行われ、ハマキムシの性フェロ

モン剤は農薬登録され、普及している。耐虫

性品種や肥増管理、また、チヤ特有の摘採や

整せん枝も耕種的防除法とt/て有効な手段で

ある。

2.薬 剤抵抗性ケナガカプリダニによるカン

ザワハダこの防除

ケナガカブリダニ 初彦//J〃み 物笏符″ 〃

ほ、日本全国に分布するよく知られたハダニ

類の天敵であるが、以前は茶園ての棲患は観

察されていなかつた。ところが1979年頃から

静岡県の茶園で本種が多発生し、カンザワハ

ダニの発生抑制に有効に作用していることが

認められた。その後、浜村(1985)により、こ

れらのケナガカプリダニは、茶園て使用され

ている有機リン剤をはじめ多くの殺虫剤に抵

抗性を獲得した結果であることガ確認された。

以来、茶園におけるカンザワハダニは減少し、

特に夏以降の減少は甚だしく、これまで慣行

防除の対象とされていた秋のダニの防除は殆

ど小要となつた。この薬剤抵抗性のケナガカ

プリダニは我々が意図して作出したものでは

ないが、それだけに現在の生態系にマツチし、

有効に作用している。ただし、既存の薬剤に

抵抗性を獲得L/て増加したものであるから、

新農薬を使用する際には、十分な注意ガ必要

である。当初、合成ピレスロイド剤は本種に

対して種めて悪影響が大きく、リサージェン

スを生じさせることから使用を制限していた

が、本剤にも抵抗性の獲得が認められ (望月

:1990)、 現在では面者の特徴を生かしつつ

併用する防除体系ができている。なお、積極

的に天敵を利用する試みは、その他にも行わ

れている。クロスズメノヽチは茶園のヨモギエ

ダシヤクをよく捕ることで知られ、小泊 (19

82)の 調査によると、1巣 当たり1日 にヨモ

ギエダシヤクの幼虫を2,000頭 以上捕獲

する。そのため、静岡県のある茶産地では、

クロスズメバチの保護運動を展開しているこ

ころもある。キイロタマ」バチも大量増殖用

系統を中国から導入し、ハマキムシ防除への
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利用を試みたが、簡易大量増殖ガ進まず中断

している。今後、生物農業的な使い方のでき

る天敵の一つとして注目すべき素材である。

3.類 粒病ウイルスによるハマキムシの防除

各種の害虫が混在発生し、殺虫剤の散布の

機会が多い茶園においては、天敵昆虫の利用

にはおのすと限界がある。この点、昆虫病原

微生物は殺虫剤の影響を受け難<、 更に、昆

虫病原ウイルスは種特異性ガ強<、 人畜は勿

論のこと有益昆虫にも書が少ない。このよう

な天敵徴生物は総台防除素材としても極めて

有効なものである。チヤを力B害するコカクモ

ンハマキとチヤハマキには、それぞれを侵す

頼粒病ウイルスが知られ、大量増殖法と茶園

における利用技術も確立されている (小泊 :

1980)。現在、鹿児島県を中心に4,000

銘以上の茶園で利用され、効果を上げている。

頼粒病ウイ)じスはノヽキユロウイ)しスに属し、

罹病虫は白色化して、老熟後に死亡する。利

用に当たつては、10五
~当

たり擢病老勲幼虫

を、コカクモンハマキは200頭 、チヤハマ

キは100頭 をそれぞれすりつぶじ、水2,

00【 瓢こ混ぜ、通常の動力噴霧機により散布

する。年一回散布の場合は、第一世代の若齢

幼虫を対象に行う。これにより、50～ 80

%の 幼虫ガ軽病し、以後の発生ガ抑制される。

散布されたウイルスは1週 間以内に殆ど病原

性を失うが、次世代以降へは虫体内に保持さ

れた形で伝搬する。したがつて、高密度の時

ほど次世代の種病率も高まる。茶園における

罹病率の割に、実際の幼虫密度抑制効果が大

きいのは、土着の天散類による補完効果が大

きいためであり、天敵の少ない圃場条件では

時として効果が十分発揮されないこともある。

また、遅動的て、曜病虫は蛹化直前まで正常

虫と同様に食害するので問題視されることが

ある。そのため、幼虫の加書が茶樹の生省に

とつて最も影響が少ない一番茶後 (第一世代

時)に 利用している。本ウイス)しは、自然界

に元来存在するものであるとはいえ、正規に

安全性の評価を行う必要がある。また、両ハ

マキムシとも、本ウイルスに対して抵抗性発

現の可能性があるので注意が必要である。

4.性 フェロモン剤によるハマキムシの防除

性フェロモンは、生物の体内で生産され、

体外に分泌されて同種の別の個体の性行動に

関与する行動や生理的反応を起こさせる化学

物質である。我が国の性フエロモンを利用し

た農作物の害虫防除は、玉木 (1971)によるデ

ヤノコカクモンハマキの性フエロモンの構造

決定により、その幕を開けた。当初はナチユ

ラルな製剤による大量誘殺法を検討したが、

効果ガ不十分な上に、多数のトラツプを設置

する必要があり、実用化には至らなかつた。

その後、コカクモンハマキとチヤハマキの共

通成分である(Z)-11-tetradecenyl acetate

による交信損乱法ガ有効なことが実証され、

1983年には、我が国最初の交信損乱剤として

農薬登録された。この製剤 (商品名 :ハマキ

コン)は 、4月 上中旬の第一回成虫発生直前

に各茶畦に1.5m～ 2mお きに摘採面から

約 1 0cm下の枝に取りつける。これにより最

終世代まで、常時、交尾阻書に必要な塁のフ

エロモンが放出され、両ハマキムシの雄は雌

この交信が阻害されて、接触、交尾できず、

雌は産卵しないまま死亡する (大泰司 :1988

)。 防除効果は、コカクモンハマキは50%

程度であるが、チヤハマキは70%程 度の防

除効果が期待できる。チヤハマキは、夏がら

秋にかけて連続的に発生じ、農薬による防除

が困難な虫であるので、本種に対する効果は

貴重である。本剤は気体として茶園内にこど
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まり、効果を発揮するので設置lal積は広い方

ガ効果的である。また、土着天敵の豊富な園

ての使用が望ましい。最近、交信損乱効果が

不十分な現象が見られたが、成分の改良によ

り解決L/た。

58耕 種的防除

チヤは、年間数回収穫のために新芽ガ刈り

取られる。また、整枝や樹勢更新のためのせ

ん枝も行われる。これらは害虫の発生に多大

の影響を及ぽす。現在は、茶の収益性を第一

に考えて実施されているが、摘採時期や回数、

整枝の深さを力]減することで書虫の発生をコ

ントロールできるので、今後は視点を変えて

防除技術の一つとしての位置づけも考慮すべ

きである。耐虫性品種の育成にも積極的な対

応が望まれる。

6. ユ轟揮老薄号:支F技

労柔本す雀数E三 (1985)

望月雅俊 (1990)

小泊重洋 (1980)

大泰司誠 (1988)

植物防疫、39:252-257

応動昆、34:171-174

植物防疫、34:462-466

神査宅みD5源笹、 42:535-538

2.平 成9年 度会計報告および監査報告

3.平 成 10年 度事業計画および予算

総会終了後、講演会が開催され、活発な質疑

応答があつた。講演会に3に 続き懇親会が関

催され、和やかなうちに会が終了した。

発行 東 京農業大学 総 合研究所研究会

生物的防除部会 (代表 内 藤 篤 )

〒156-0054

東京都世日谷区桜丘 1丁 目1番地 1号

TEL 03-5477-2565

FA1 03-5477-2634

生物的防除部会平成10年度総会報告

6月 12日 東京農業大学総台研究所におい

て、会員25名 の出席の下に今年度総会が開

催された。議題は下記の様に前年度の報告お

よび今年度の計画と予算が提案され承認され

た。

1.平 成9年 度事業報告


